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	応用
	抗原情報
	背景
	補因子:カルシウム。,ドメイン:タンパク質キナーゼドメインは、触媒的に不活性であると予測されます。,機能:検出可能なキナーゼ活性は見られません。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。,類似性:1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,細胞内局在:主に細胞体の細胞膜および神経突起 (軸索と樹状突起の両方) に存在します。小胞構造と関連する場合もあります。,サブユニット:カルシウム存在下でカルモジュリンと相互作用します。,補因子:カルシウム。,ドメイン:タンパク質キナーゼドメインは、触媒的に不活性であると予測されます。,機能:検出可能なキナーゼ活性は見られません。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在：主に細胞体の細胞膜および神経突起（軸索と樹状突起の両方）に局在する。小胞構造と関連する場合もある。,サブユニット：カルシウム存在下でカルモジュリンと相互作用する。,
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	CAMK5抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CAMK5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CAMK5抗体を用いたHepG2細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CaMKVポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

